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	≪TOPICS≫

	１．平成28年熊本地震の被災施設・事業所への義援金（２次募集）の分配方法を決定
～全国セルプ災害対策本部「平成28年熊本地震」の支援活動について（第10報）～
	…Ｐ１

	２．津久井やまゆり園の事件を受けた厚生労働省の対応について

～事件の検証及び再発防止対策チームを立ち上げ、検証結果は８月中、再発防止対策は秋頃を目途にとりまとめが行われる予定～
	＜略＞

	３．社会保障審議会福祉部会（第18回）が開催される

～改正社会福祉法の平成29年４月施行事項に関わる「社会福祉充実残額」「社会福祉充実
計画」「地域協議会」についての考え方が示される～
	＜略＞

	４．平成28年６月20日発出「『社会福祉法人制度改革の施行に向けた留意事項について』に

関するＦＡＱ」の問31・32の訂正について
	＜略＞

	５． 「セルプ商品コンプライアンスの強化ならびに商品開発力の強化促進セミナー」（平成
28年度ナイスハートバザール担当者研修会）を開催
	＜略＞

	６． ＳＥＬＰ訪問ルポ〔平成28年８月掲載分／社会福祉法人桑の実福祉会（群馬県伊勢崎
市）〕のご紹介 ～毎月１件、全国の社会就労センターの受注拡大や工賃・賃金向上に向
けた取組を、日本セルプセンターのＷｅｂサイトに掲載しています～
	＜略＞

	７．ＳＥＬＰ活動日誌（平成28年７月）
	＜略＞

	■ 平成28年度 全国社会就労センター協議会「課題別専門研修会」（10月13日（木）・14

日（金）開催）のご案内
	＜略＞


１．平成28年熊本地震の被災施設・事業所への義援金（２次募集）の分配方法を決定
～全国セルプ災害対策本部「平成28年熊本地震」の支援活動について（第10報）～
全国セルプ災害対策本部（※）における「平成28年熊本地震」に係る被災地支援活動についてご報告します。
（※）全国社会就労センター協議会（全国セルプ協）と日本セルプセンター（日本セルプ）が共同して災害支援
を行うための枠組み
被災したセルプ施設・事業所支援のための義援金については、当初予定の５月末日より７月末日まで期間を延長（２次募集）し、この２次募集分は既にご案内の通り、①生産設備に被害がある施設・事業所に対する追加の支援、②対策本部における支援活動経費として活用させていただくこととしております。

６月１日～７月末日の間に79の法人・施設等より450万2,801円のご支援をいただきました。４～５月の間にいただいた義援金とあわせると、211の法人・施設より1,145万9,062円の義援金をいただいたこととなります。全国から多くのご支援、誠にありがとうございました。

７月28日（木）に開催された災害対策本部会合（第４回）において、義援金２次募集分の配分方法と今後の支援活動について協議いたしました。約450万円の義援金（２次募集分）の配分については、

１次募集分と同様に５月に実施した『被災状況と支援希望等に関する調査』結果を活用し、生産設備に被害があったと回答のあった29施設・事業所（生産活動が半減する程度の“中程度被害”が５施設・事業所、“軽度被害”が25施設・事業所）に追加の見舞金としてお届けすることとなりました。

１回目のお届けの際には、生産設備の被害に関する国の制度・予算面の支援が不十分であることから、見舞金額は１段階上位区分で設定いたしました。具体的には、全国セルプ災害時対応マニュアル別紙『災害支援基金運営要綱』の支援金支給額基準を活用し、“中程度被害”の場合は大規模被害の支給額である10万円、“軽度被害”の場合は中程度被害の支給額である５万円をお届けしました。
今回（２回目）は、生産活動が半減する程度の被害を受けた“中程度被害”の５施設・事業所にはその被害程度を鑑み重点的な配分とすることし各30万円、軽度被害の24施設・事業所には各５万円をお支払いすることを決定しました（計270万円）。残額の180万2,801円と８月１日以降に募集口座にお振込みいただいた分については、対策本部活動経費に充当いたします。３ページの収支をあわせてご参照ください。
今後の支援活動については、７月12日（火）の対策本部役員の熊本現地入りの際の被災施設・事業所関係者との意見交換より、当面の物的・人的な支援ニーズはないものの、各施設・事業所において今後の復旧・復興に向けた取り組みの中で新たなニーズが発生する、以前は見えなかった課題に気づくことが想定されることから、定期的な状況把握のための継続調査を実施することを決定しました。発災から半年となる９月以降に１回目の継続調査を実施する予定です。
熊本地震に係る現地情報、国の制度予算に関する情報、対策本部における支援活動の情報は、今後も随時本通信速報の中で取り上げていきますので、引き続きのご支援をよろしくお願いいたします。

	＜参考＞「平成28年熊本地震における被災状況および支援希望等に関する調査」
結果について[調査結果概要（生産設備被害の箇所の抜粋）]
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔平成28年６月13日〕
● 生産設備の被害の程度 

・ 大きな被害　　　０事業所（０％）

・ 中程度の被害　　４事業所（６％）
・ 軽度の被害　　　25事業所（39％）

・ 被害なし　　　　35事業所（55％）

   ⇒ “中程度”被害の状況（一部抜粋）

・ 印刷機や工作機械の作動不良　　・ 上水用加圧ポンプの破損等

・ 水耕栽培の地下タンク（11トンタンク）　　・ 野菜の乾燥機ほか生産設備に被害


●平成28年熊本地震に係る全国セルプ災害対策本部の支援活動収支（平成28年８月８日時点）
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【収入】

義援金収入（１次分） 6,956,261５月末日までの入金分（計132法人・施設等から入金）

（収入計） 6,956,261

【支出】

義援金支給（１次分） 6,050,000

計51施設に被害状況に応じて支給（※1施設5万円分申請

書未着）

熊本県セルプへの先行

支給

1,000,000被災施設への支給額は県セルプにおいて判断

九州ブロック物資支援

経費

177,333

熊本県内の物資集積拠点に物資を届けた際のガソリン

代、その際に得たニーズから購入した物資費用（※支援

物資の殆どは九州各県の会員施設からの無償提供）

（支出計） 7,227,333

（収支差）…① △ 271,072

５月末日までの義援金は、被災施設への支給、熊本県セルプ協

への支給、九州ブロックにおける物資支援経費にのみ充当、差

額（マイナス分）は義援金２次募集分で充当

（以下、６月以降の義援金収入 及び これまでの対策本部における活動経費）　

【収入】

義援金収入（２次分） 4,502,801６/1～7/31の入金分（計79法人・施設等から入金）

（収入計） 4,502,801

【支出】

4/20熊本現地入経費 373,894対策本部員４名、同行事務局１名の旅費・宿泊費等

5/2大分現地入経費 206,780対策本部員３名の旅費・宿泊費等

5/31熊本セルプ施設長

会議出席経費

184,140阿由葉本部長、同行事務局１名の旅費・宿泊費等

6/1第３回対策本部会

合開催経費

318,480

対策本部員７名の旅費・宿泊費、会場費等（※第１回、

第２回会合はすでに予定のあった全国セルプ協会議の中

で開催した）

6/3義援金２次募集依

頼文書発送経費

231,929

依頼文書の印刷及び郵送経費（※１次募集はメール（セ

ルプ通信速報の中）で配信）

6/30厚生労働省への要

望書提出

110,530対策本部員２名、熊本県セルプ協役員１名の旅費

6/30～見舞金支払経費 11,500見舞金支払の振込手数料〔見込額〕

7/12熊本現地入経費 308,310対策本部員３名、同行事務局１名の旅費・宿泊費等

7/28第４回対策本部会

合開催経費

327,100対策本部員７名の旅費・宿泊費、会場費等

義援金支給（２次分） 2,700,000生産設備に被害のあった29施設に支給

（支出計） 4,772,663

（収支差）…② △ 269,862

①＋②で△540,934円、全国セルプ協、日本セルプセン

ター会計からの拠出で対応
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≪発行≫　全国社会就労センター協議会　（通称 セルプ協）


社会福祉法人 全国社会福祉協議会 高年・障害福祉部内


〒100-8980　東京都千代田区霞が関3-3-2 新霞が関ビル


TEL：03-3581-6502　　FAX：03-3581-2428


E-MAIL：� HYPERLINK "mailto:selp@shakyo.or.jp" �selp@shakyo.or.jp�　　URL：� HYPERLINK "http://www.selp.or.jp/" �http://www.selp.or.jp/�





※これまでの速報はセルプ協ウェブサイト「会員専用ページ」からご覧ください。
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